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を 

により行います!

    

　
昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
五
年

四
月
十
二
日
ま
で
に
可
児
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
で
す
。 

　
な
お
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
市

外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。 

  

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
八
時
ま
で
で
す
。 

　
投
票
会
場
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
へ

郵
送
す
る
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
、

簡
単
な
地
図
付
き
で
案
内
し
て
あ
り

ま
す
。 

　
該
当
す
る
会
場
へ
、
間
違
い
の
無

い
よ
う
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。 

  

　
投
票
所
入
場
券
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
は
が
き
一
枚
に
四
人
ま
で
記
入
し

　
て
あ
り
ま
す
。
は
が
き
が
届
い
た

　
ら
氏
名
・
人
数
な
ど
を
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

○
投
票
の
際
は
、
一
人
ず
つ
切
り
離

　
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
万
が
一
、
紛
失
し
て
も
投
票
は
で

　
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

　
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
投
票
日
に
「
仕
事
が
あ
る
」
「
投

票
区
外
へ
外
出
の
予
定
が
あ
る
」
な

ど
の
理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

は
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
不
在
者
投
票
は
、
七
月
十
三
日

（
日
）
か
ら
十
九
日
（
土
）
ま
で
の

毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

八
時
ま
で
、
市
役
所
で
受
け
付
け
ま

す
。
そ
の
際
、
投
票
所
入
場
券
を
持

参
（
す
で
に
到
着
し
て
い
る
人
の
み
）

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
不
在
者
投
票
は
、
従
来
通
り
用
紙

　
に
よ
る
投
票
に
な
り
ま
す
。 

  

　
体
が
不
自
由
で
電
子
投
票
が
で
き

な
い
人
は
、
投
票
機
の
操
作
を
代
理

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
目

の
不
自
由
な
人
は
、
従
来
か
ら
の
点

字
投
票
の
ほ
か
、
音
声
案
内
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
操

作
を
困
難
と
感
じ
た
人
に
は
、
そ
の

状
況
に
応
じ
て
必
要
な
補
助
を
行
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
持
ち
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
証
明
書
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
一
定
の
要
件
や

手
続
き
の
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
投
票
当
日
の
午
後
九
時
か
ら
、
総

合
会
館
五
階
大
ホ
ー
ル
（
市
役
所
向

か
い
）
で
即
日
開
票
し
ま
す
。
開
票

速
報
は
、
電
子
投
票
分
の
開
票
後
直

ち
に
行
う
予
定
で
す
。 

  

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な

ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
を
発
行
し

ま
す
。 

　
選
挙
公
報
は
、
中
日
・
朝
日
・
毎

日
・
岐
阜
・
読
売
・
日
本
経
済
・
産

業
経
済
・
中
部
経
済
新
聞
の
朝
刊
に

折
り
込
み
、
ま
た
は
添
付
し
て
配
布

し
ま
す
。 

　
な
お
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

人
は
、
次
の
市
施
設
の
ほ
か
、
市
内

の
金
融
機
関
、
新
聞
販
売
店
、
郵
便

局
、
農
協
に
設
置
す
る
予
定
で
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

　
可
児
市
は
次
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、

電
子
投
票
に
よ
る
市
議
会
議
員
選
挙

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
東
海
地
区

初
で
投
票
所
ご
と
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

サ
ー
バ
方
式
（
※
）
で
は
全
国
初
と

な
り
ま
す
。 

挙
、
県
議
会
議
員
選
挙
、
国
が
行
う

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
な
ど
は
、
従
来
通
り
投
票

用
紙
に
よ
る
選
挙
と
な
り
ま
す
。 

  

　
電
子
投
票
機
の
操
作
が
分
か
ら
な

い
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
係
員
が
操
作
方
法
を
教
え
た

り
、
補
助
し
た
り
し
ま
す
。
機
器
の

操
作
が
不
安
な
人
も
安
心
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。 

まちづくりは選挙から 

を 

により行います!

を 

により行います!
この選挙は、私たちのまちこの選挙は、私たちのまち"可児"を託す大切な選挙ですを託す大切な選挙です。 
棄権することのないよう、皆さん投票に出掛けましょう。 
この選挙は、私たちのまち"可児"を託す大切な選挙です。 
棄権することのないよう、皆さん投票に出掛けましょう。 

※４～５ページに、電子投票の詳しい手順を掲載しました 

①
正
確
（
無
効
票
の
削
減
） 

　
従
来
の
自
署
式
に
よ
る
投
票

　
で
「
候
補
者
氏
名
以
外
の
事

　
を
記
載
し
て
い
る
」
「
判
読

　
で
き
な
い
」
な
ど
の
理
由
に

　
よ
り
無
効
票
と
な
っ
て
い
た

　
票
が
な
く
な
り
ま
す
。 

②
簡
単
（
操
作
の
容
易
性
） 

　
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
画
面
に
触
れ

る
だ
け
の
操
作
な
の
で
、
高
齢

者
や
字
を
書
く
の
が
困
難
な

人
も
簡
単
に
投
票
で
き
ま
す
。 

③
迅
速
（
開
票
時
間
の
短
縮
） 

　
開
票
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

　
れ
ま
す
。 

　
電
子
投
票
の
実
施
は
市
の
条
例
に

基
づ
い
て
お
り
、
電
子
投
票
に
よ
っ

て
行
え
る
選
挙
は
、
市
が
行
う
次
の

選
挙
に
限
ら
れ
ま
す
。 

　
●
可
児
市
長
選
挙 

　
●
可
児
市
議
会
議
員
選
挙 

　
な
お
、
岐
阜
県
が
行
う
県
知
事
選 

○○投票所 

記録 
媒体 

複数の投票機（クライアント） 

サーバ 

※クライアントサーバ方式 　投票機別に記録するのではなく、
投票所ごとに一台のパソコンで集計
する効率の良い方式です 

＜投票区別の選挙人名簿登録者数＞ 

今渡北 
今渡南 
川合 
下恵土北 
下恵土南 
土田東 
土田西 
渡 
西帷子 
緑 
東帷子 
長坂 
若葉台 
愛岐ケ丘 
南帷子 
矢戸 
塩 
塩河 
姫治 
羽生ケ丘 
二野 
大森 
桜ケ丘 
皐ケ丘 
久々利 
広見第１ 
広見第２ 
広見東 
中恵土 
       計 

１,２９４ 
１,４９６ 
１,６６１ 
１,７８３ 
１,４９７ 
９７６ 
１,３１３ 
４２５ 
１,５３８ 
９０８ 
１,０３６ 
１,９７９ 
１,４６８ 
１,０１２ 
１,０９４ 
７９８ 
６３２ 
９４８ 
１,１７７ 
７０３ 
１,６５５ 
１,６３９ 
１,７３９ 
１,８０５ 
６３８ 
１,０６６ 
１,５６９ 
９１３ 
１,０３７ 
３５,７９９ 

 

１,３５２ 
１,５２２ 
１,６０３ 
１,８５９ 
１,５０５ 
７９３ 
１,３４７ 
４１０ 
１,５７９ 
８９７ 
１,０４１ 
２,０３４ 
１,５３１ 
１,１２４ 
１,１４６ 
８１７ 
６３５ 
１,０１３ 
１,２３１ 
７２８ 
１,７５０ 
１,６８０ 
１,８９３ 
１,９８８ 
７２４ 
１,１８２ 
１,６５９ 
９８３ 
１,０５６ 
３７,０８２ 

２,６４６ 
３,０１８ 
３,２６４ 
３,６４２ 
３,００２ 
１,７６９ 
２,６６０ 
８３５ 
３,１１７ 
１,８０５ 
２,０７７ 
４,０１３ 
２,９９９ 
２,１３６ 
２,２４０ 
１,６１５ 
１,２６７ 
１,９６１ 
２,４０８ 
１,４３１ 
３,４０５ 
３,３１９ 
３,６３２ 
３,７９３ 
１,３６２ 
２,２４８ 
３,２２８ 
１,８９６ 
２,０９３ 
７２,８８１ 

 
 

男（人） 
 
 
 
 
 

投票区 
 
 
 

女（人） 
 
 
 
 
 

計（人） 
 
 
 
 
 

平成１５年６月２日現在 

＜選挙公報を設置する市の施設＞ 

市役所１階、各連絡所、中恵土・川合公民館、

福祉センター（今渡）、文化創造センター

（下恵土）、福寿苑（大森）、可児川苑（坂

戸）、海洋センター（坂戸）、総合会館（市

役所向かい）、総合会館分室（ＪＲ可児駅西）、

図書館本館（広見）、Ｌポート可児（姫ケ丘） 

東
海
地
区
初
の
電
子
投
票 

投
票
操
作
を
補
助
し
ま
す 

電
子
投
票
は
市
の
選
挙
で 

QQ
投
票
で
き
る
人
は
？ 

QQ
入
場
券
の
注
意
点
は
？ 

QQ
開
票
は
い
つ
行
う
の
？ 

QQ
候
補
者
を
知
る
に
は
？ 

QQ
投
票
時
間
と
会
場
は
？ 

QQ
当
日
行
け
な
い
人
は
？ 

QQ
体
の
不
自
由
な
人
は
？ 

選
挙
Ｑ
＆
Ａ
 

選
挙
Ｑ
＆
Ａ
 市役所ロビーに設置された電子投票体験コーナー 
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2はじめ 

おわり 

3 4

5

8 7 6

投票所の受付で「投票所入場券」を係員に渡し
ます。確認を待って「投票カード」を受け取り
ます。 

投票カードを持って、投票機まで行きます。 
どの投票機でも構いません。 

＜投票機へ行く＞ 
投票カードを投票機の挿入口に入れます。カード
は、前後・裏表関係なく挿入できます。 

＜投票カードを入れる＞ 
備え付けのタッチペンで、投票したい候補者名
に触れてください。候補者名を選ばずに終了す
る場合は、画面左上の「終了」に触れてください。 

＜候補者を選ぶ＞ 

選んだ候補者名が大きく表示されますので、投
票する場合は「はい」に、やり直す場合は「い
いえ」に触れてください。 
※「はい」を選んでからの訂正はできません。 

＜候補者を確認する＞ 

⑤で「はい」を選ぶと「投票中」の画面が出る
ので、そのまま画面が変わるのを待ちます。 

＜投票を待つ＞ 
投票の完了画面が出たら、投票操作は終わりです。
そのまま投票カードが出るのを待ちます。 

＜カードを待つ＞ 
投票機から投票カードが出てきますので、忘れ
ず抜き取ってください。 

＜カードを抜き取る＞ 
投票カードを投票所の係員に返却してください。
これですべて終了です。 

タッチペン　の使い方 電子投票を体験しよう 
画面に直角になるように　　触れてください。 

●選挙についての問合先 
　市選挙管理委員会（総務課内） 

u~－１１１１ 

※画面は指でも反応しますが、指紋が付いて支障が生じる恐れがあり　　ます。ペンの持てる人は、タッチペンを使って投票してください。 

　選挙本番までに、電子投票をぜひ一度体験し
てください。 
電子投票体験コーナー 
　○期間　７／１（火）～８（火） 
　　　　  （土・日曜日を除く） 
　○場所　市役所１階ロビー 
電子投票体験コーナー･ホームページ版 
　次のアドレスへアクセス 
　　http://city.kani.gifu.jp/densi/ 
広報番組いきいきマイタウン 
　特集「これが電子投票だ！」 
　○放送日　７／１２（土）～１８（金） 
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乗客同士の会話が弾む車内 

高齢者の移動手段として利用が高まるさつきバス（市役所バス停） 

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
改
正
か
ら
一
年 

平
成
十
二
年
十
月
か
ら
、
市
が
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
「
さ
つ
き
バ
ス
」
。 

今
回
は
、
五
月
末
ま
で
の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

利
用
し
て
い
ま
す
か
？
　
さ
つ
き
バ
ス

利
用
し
て
い
ま
す
か
？
　
さ
つ
き
バ
ス

路線名 バス停 起終点 距離 
（km） 

所要時間 
（分） 

運行日 
（曜日） 

本数/日 
（本） 

巡回西部線 

巡回東部線 

久々利桜ケ丘線 

広見東中恵土線 

下恵土川合線 

大森下切線 

清水ケ丘線 

虹ケ丘坂戸線 

市役所 

市役所 

市役所 

市役所 

市役所 

文化創造センター 

西可児駅 

西可児駅 

２１ 

２２ 

３６ 

１７ 

１５ 

２７ 

２５ 

２６ 

６２ 

６１ 

８８ 

５４ 

４９ 

７２ 

６４ 

６５ 

月～土 

月～土 

火・木・土 

火・木・土 

火・木・土 

月・水・金 

月・水・金 

月・水・金 

８ 

８ 

７ 

５ 

５ 

５ 

５ 

５ 

４３ 

４２ 

６１ 

３６ 

２９ 

５２ 

４４ 

４１ 

運
行
の
概
要 

 

●
乗
車
料
金
　
１
回
２
０
０
円
（
小
中
学
生
、

満
６５
歳
以
上
の
人
、
障
害
者
な
ど
は
１
０

０
円
、
未
就
学
児
は
無
料
） 

※
１４
年
７
月
１
日
か
ら
乗
継
券
を
発
行
。 

●
路
線
の
概
要 

●
運
休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日 

●
運
行
時
間
　
午
前
８
時
ご
ろ
か
ら
午
後
７

時
ご
ろ
ま
で 

※
各
路
線
の
詳
細
な
ル
ー
ト
、
バ
ス
停
、
時

刻
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
・
各
連
絡

所
・
バ
ス
車
内
に
あ
る
「
ル
ー
ト
図
・
時

刻
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

さ
つ
き
バ
ス
の
利
用
状
況
は
？

さ
つ
き
バ
ス
の
利
用
状
況
は
？ 

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

 

利
用
状
況
調
査
を
実
施

利
用
状
況
調
査
を
実
施 

 

ル
ー
ト
改
正
か
ら
一
年

ル
ー
ト
改
正
か
ら
一
年 

さ
つ
き
バ
ス
の
利
用
状
況
は
？ 

 

　
運
行
開
始
か
ら
十
五
年
五
月
ま
で
の
総
利

用
者
数
は
約
二
十
四
万
人
、
十
四
年
度
は
一
カ

月
平
均
で
約
七
千
九
百
人
の
利
用
が
あ
り
、
さ

つ
き
バ
ス
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
足
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
利
用
が
約
八
割
を
占
め
（
グ
ラ
フ

①
）、
順
調
に
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
同

②
）
が
、
路
線
に
よ
っ
て
利
用
者
数
に
差
が
あ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
（
同
③
）
。 

　
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
日
常
生
活
の
足
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

な
ど
の
各
公
園
や
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
、
さ
さ

ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

し
て
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ル
ー
ト
改
正
か
ら
一
年 

 
　
さ
つ
き
バ
ス
は
、
昨
年
七
月
一
日
に
ル
ー

ト
・
ダ
イ
ヤ
の
改
正
を
初
め
て
行
い
、
清
水
ケ

丘
線
を
除
く
七
路
線
の
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
へ

の
乗
り
入
れ
な
ど
、
す
べ
て
の
路
線
に
お
い
て

ル
ー
ト
を
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
の
多
か

っ
た
乗
継
券
の
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
改
正
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

現
在
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
市
と
し
て
は
、
現
在
の
ル
ー
ト
を
完
成
形
と

せ
ず
、
今
後
も
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

利
用
状
況
調
査
を
実
施 

 

　
市
は
、
今
後
の
見
直
し
の
資
料
と
す
る
た
め

に
、
五
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
間
、
全
路

線
・
全
便
・
全
バ
ス
停
を
対
象
に
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
い
つ
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
、
ど
こ

の
バ
ス
停
を
利
用
し
て
い
る
か
を
調
査
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。 

　
利
用
者
は
高
齢
者
が
約
八
割
と
ほ
と
ん
ど

を
占
め
て
い
ま
す
。
利
用
目
的
は
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
の
利
用
や
、
買
い

物
、
通
院
が
合
計
で
約
八
割
と
圧
倒
的
に
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
利
用
時
間
帯
は
全
体
的
に
午

前
中
が
多
く
、
時
間
が
遅
く
な
る
ほ
ど
利
用
者 

が
減
っ
て
い
ま
す
。
全
く
利
用
が
な
い
バ
ス
停

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
次
の
よ
う

な
意
見
・
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

○
日
曜
日
も
運
行
し
て
ほ
し
い 

○
週
三
回
で
は
な
く
、
毎
日
運
行
し
て
ほ
し
い 

○
逆
回
り
も
運
行
し
て
ほ
し
い 

○
乗
り
継
ぎ
に
時
間
が
か
か
り
不
便
で
あ
る 

○
利
用
さ
れ
な
い
バ
ス
停
が
多
い 

○
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る 

○
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
へ
の
利
用
者
が
少
な
い 

○
可
児
駅
へ
も
っ
と
行
っ
て
ほ
し
い 

○
虹
ケ
丘
坂
戸
線
を
ル
ー
プ
状
に
戻
し
て
ほ
し

い 

　
四
台
の
車
両
で
八
路
線
の
運
行
を
し
て
い
る

都
合
上
、
現
在
で
は
実
現
が
難
し
い
意
見 

も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
少
し
で
も

お
応
え
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

 

　
市
は
、
今
年
度
、
市
民
を
交
え
た
「
検
討
懇

話
会
」
を
開
催
し
、
利
用
状
況
や
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
・
要
望
を
も
と
に
、
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。
改
正
は
十
六
年

度
中
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
改
善
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
改
正
に
当
た
っ
て
、
さ

つ
き
バ
ス
に
関
す
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
送
付
方
法
　
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
（
Ä
４
４
０  

６
）
、
電
子
メ
ー
ル
（sogoseisaku@

 
city.kani.gifu.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
総
合
政
策
課

あ
て
に
送
る 

●
問
合
先
　
同
課 

０ 

１,０００ 

２,０００ 

３,０００ 

４,０００ 

５,０００ 

６,０００ 

７,０００ 

８,０００ 

３５０ 

３００ 

２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

０ 

９,０００ 

２５３ 

６,０６８ 

３０４ 

さつきバス利用状況（グラフ②） 

利用者の割合（グラフ①） 

平成１４年度路線別利用状況（グラフ③） 

※折れ線グラフは、１便当たりの平均乗車人数 

７,４２２ 

３２１ 

１２年度 １３年度 １４年度 

７,８５６ 
月平均 

（人） （人） 

（人） 
（人） 

１日平均 

０ 

５,０００ 

１０,０００ 

１５,０００ 

２０,０００ 

２５,０００ 

３０,０００ 

１６.０ 

１４.０ 

１２.０ 
１０.０ 
８.０ 
６.０ 
４.０ 
2.０ 
０.０ 

３５,０００ 

２,１０７ １,３４２ 

１０,７４１ 

８.４ ８.９ 

１４.９ 

１.８ ２.６ 

１２.０ 

６,４１４ ６,０６１ 

巡
回
西
部
線 

広
見
東
中
恵
土
線 

下
恵
土
川
合
線 

大
森
下
切
線 

清
水
ケ
丘
線 

虹
ケ
丘
坂
戸
線 

巡
回
東
部
線 

久
々
利
桜
ケ
丘
線 

障害者 
０.６％ 

一般 
１６.８％ 

小中学生 
２.８％ 

未就学児 
０.８％ 

高齢者 
７９.０％ 

９.９ 

１３.３ 

２３,２３９ ２３,２３９ 
３１,３６１ ３１,３６１ 

１３,００２ １３,００２ 



●
記
　
遠
藤
洋
子
さ
ん
（
下
恵
土
） 

●記　中神浩子さん（長坂） 

熊野市熊野市 熊野市 

三重県 

       

　
名
古
屋
か
ら
特
急
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー

南
紀
に
揺
ら
れ
て
三
時
間
。
豊
か
な

緑
の
山
を
背
に
し
て
眼
下
に
青
い
海

が
広
が
り
ま
す
。
紀
の
国
熊
野
市
、

こ
こ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
最
近

熊
野
古
道
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。 

　
リ
ア
ス
式
の
海
岸
線
が
続
く
中
、

急
に
穏
や
か
な
砂
浜
海
岸
が
現
れ
ま

す
。
私
の
実
家
の
あ
る
新
鹿
海
水
浴

場
で
す
。
日
本
の
水
浴
場
五
十
五
選

に
も
選
ば
れ
た
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
海

と
白
い
砂
浜
に
は
、
南
国
ム
ー
ド
が

漂
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
毎

日
、
こ
の
浜
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。 

　
熊
野
と
い
え
ば
、
三
百
年
の
歴
史

を
誇
る
夏
の
花
火
で
す
。
毎
年
八
月

十
七
日
（
今
年
は
日
曜
日
）
に
七
里

御
浜
で
行
わ
れ
る
大
会
は
、
三
尺
玉

を
海
に
投
げ
込
む
海
上
自
爆
や
名
勝

「
鬼
ケ
城
」
で
の
大
仕
掛
け
な
ど
一

万
発
。
山
が
割
れ
ん
ば
か
り
の
爆
風

と
花
火
職
人
が
繰
り
出
す
芸
術
に
終

始
圧
倒
さ
れ
ま
す
。 

　
食
べ
物
は
黒
潮
が
は
ぐ
く
む
新
鮮

な
魚
介
類
と
山
の
幸
。
特
に
名
物
は
、

目
は
り
ず
し
と
さ
ん
ま
ず
し
、
ま
た

ミ
カ
ン
は
年
中
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
。 

　
釣
り
客
も
多
く
、
高
さ
百
メ
ー
ト

ル
の
大
岩
壁
「
楯
ケ
崎
」
の
一
級
磯

で
は
、
大
物
の
ク
エ
も
揚
が
り
ま
す
。 

　
飽
き
る
ほ
ど
眺
め
て
い
た
は
ず
の

山
や
海
で
す
が
、
離
れ
て
み
て
ま
す
ま

す
そ
の
美
し
さ
に
感
謝
・
感
動
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
豊
か
な

自
然
が
残
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

       

　 

       

　
既
に
市
内
あ
ち
こ
ち
で
見
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
「
蘇
羅
」
。
今
回
は

あ
え
て
、
大
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

皆
さ
ん
へ
の
呼
び
掛
け
で
す
。 

　
幼
い
こ
ろ
、
画
面
に
映
る
歌
手
や

ダ
ン
サ
ー
に
引
か
れ
て
、
身
振
り
を

ま
ね
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ

こ
が
、
原
点
。
あ
と
は
、
き
っ
か
け
。 

　
十
代
を
中
心
に
、
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
の
「
踊
り
た
い
」
メ
ン
バ
ー

の
集
ま
り
で
す
。
手
足
が
同
時
に
動

か
せ
な
か
っ
た
私
に
も
、
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
丈
夫
。
ま
だ

ま
だ
踊
れ
ま
す
。 

　
立
ち
上
げ
た
の
は
現
役
女
子
高
生

た
ち
。
昨
年
夏
は
、
見
事
に
も
名
古

屋
市
で
開
か
れ
た

”に
っ
ぽ
ん
ど
真

ん
中
ま
つ
り
“
に
出
場
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
真
夏
の
三
日
間
に
わ

た
る
お
祭
り
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
力
強
く
、
あ
る

い
は
華
麗
に
踊
る
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

　
蘇
羅
に
参
加
す
る
た
び
、
新
鮮
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

”ど
う
ぞ
、

一
度
練
習
や
ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
“

”踊
り
た
く
な
っ
た
ら
、
ご

一
緒
に
“
。 

●
期
日
　
毎
週
月
曜
日 

●
時
間
　
午
後
６
時
３０
分
〜 

●
場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
（
広
見
） 

●
連
絡
先
　
佐
田
智
子
さ
ん
　 

　
u
Å
３
７
９
１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://circlesora.k-free.net/
グループからこんにちは 127

ダンスサークル　　　 
　　　「蘇羅（そら）」 

ま
だ
ご
存
じ
で
な
い
 ？！ 

今
か
ら
要
注
目
で
す
！！
 

直径６００ｍに広がる三尺玉の海上自爆 

ふ
る
さ
と
宅
配
便 

心
に
残
る
海
、山
そ
し
て
花
火 

69

三
重
県
熊
野
市 

チ
ェ
ッ
ク 

8広報かに 2003.7.1
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イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

熊野市 

　
「
先
生
と
言
っ
て
く
れ
て
、
み
ん
な
と
て
も

か
わ
い
い
で
す
よ
」
と 

子
ど
も
の
こ
と
に
な
る

と
目
を
細
め
る
猪
飼
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
そ

ろ
ば
ん
を
教
え
始
め
た
の
は
昭
和
十
七
年
。
既

に
六
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
教
え
子
は

三
代
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
生
に
週
三

日
教
え
て
い
ま
す
。
優
し
く
語
り
か
け
る
よ
う

な
口
調
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ま
す
が
「
そ
ろ

ば
ん
は
基
礎
が
大
切
。
叱
る
と
き
は
叱
り
ま

す
」
と
、
優
し
さ
の
中
に
厳
し
さ
も
あ
り
ま

す
。
教
室
は
、
先
生
と
生
徒
と
い
う
よ
り
も
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
の
よ
う
な
家
庭
的
な
雰
囲

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
生
徒
と
接
し
て
い
る
と
年
を
取
り
ま
せ
ん
。

元
気
で
や
れ
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
」
と
、
子
ど
も
と
接
し
な
が
ら
指
を
動
か

す
こ
と
が
、
若
さ
を
保
つ
秘
け
つ
の
よ
う
で
す
。 

短
歌   

可
児 

一
郎 

選

　
　
　
　
　
　
若
宮
逸
子
（
今
渡
） 

花
こ
と
ば
「
飾
ら
ぬ
心
」と
知
り
て
よ
り 

春
蘭
ひ
と
し
お
い
と
し
く
な
り
ぬ 

　
　
　
　
　
　
可
児
小
松
（
下
恵
土
） 

ミ
ニ
雛
に
ミ
ニ
ひ
し
餅
を
供
え
た
り 

小
さ
き
春
の
小
さ
き
幸
せ 

　
　
　
　
　
柴
田
恵
子
（
下
恵
土
） 

愛
用
の
九
谷
の
茶
碗
買
い
し
店 

閉
店
と
あ
り
あ
の
笑
顔
想
う 

　
　
　
　
　
　
伊
藤
孝
子
（
平
牧
） 

入
学
児
迎
え
の
父
は
カ
バ
ン
背
に 

急
ぐ
と
も
せ
ず
歩
数
合
わ
せ
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
詠   

夕
陽
受
け
煌
く
飛
機
の
運
べ
る
は 

銀
河
鉄
道
の
乗
客
な
る
や 

若いモンには負けとれん 33

頭と指を使うのが若さの秘訣 

▲ 
真
能
佑
太
（
光
陽
台
） 

▲ 
比
呂
（
瀬
田
） 

▲ 
米
山
海
斗
（
み
ず
き
ケ
丘
） 

▲ 
L 
o 
v 
e 
　
（
中
恵
土
） 

▲ 
卯
月
姫
（
下
恵
土
） 

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に 

　
太
田
鐸
美
、東
海
歌
謡
祭
、可

児
川
苑
利
用
者
一
同
、音
の
道
、

三
浦
義
信
、カ
ヤ
バ
工
業
（
株
）

岐
阜
南
工
場
旧
囲
碁
同
好
会
、

（
新
）長
坂
み
ど
り
会 

●猪飼さかゑさん（広見・大正９年生まれ） 

ひ
な 

も
ち 

わ
ん 

き
ら
め 
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消
防
操
法
大
会 

 厳しい訓練の成果を披露 
　６月１日、市役所駐車場で市消防団による第２２回消

防操法大会が開かれました。この大会では、消防車やホ

ースを素早く正確に取り扱う技術や、放水までの時間、

規律の正しさなどを競い合いました。 

　団員は、大会に向けて１カ月以上にわたり毎晩厳しい

訓練に取り組んできました。そうした中、見事な技術と

チームワークによる操法を披露した第３分団第２部（春

里東南部）が、前年に続き優勝に輝き、８月３日、関市

で開催される県大会に出場します。 

　大会の成績は次の通りです。 

消
防
操
法
大
会 

指揮者の命令の下、チームワークよく的に目掛けて放水 

３・４番員が息を合わせての吸管操作 

優勝した第３分団第２部（春里東南部）の選手 

３番員（左）のホース延長と同時に、 
ホースを担ぎ火点に向けて走る２番員 

氏　名 

指揮者 

１番員 

〃 

２番員 

３番員 

４番員 

分団・部名 

第３分団第２部 

第３分団第１部 

第３分団第２部 

第３分団第２部 

第４分団第３部 

第３分団第１部 

地　区 

春里東南部 

春里西北部 

春里東南部 

春里東南部 

平牧南部・桜ケ丘 

春里西北部 

大沢武記 

丸山竜介 

内海洋一 

土田茂紀 

肥田　剛 

岩田博之 

成　績 

優勝 

準優勝 

３位 

４位 

５位 

６位 

分団・部名 

第３分団第２部 

第３分団第１部 

第２分団第１部 

第２分団第４部 

第４分団第３部 

第１分団第３部 

地　区 

春里東南部 

春里西北部 

今渡 

土田 

平牧南部・桜ケ丘 

中恵土 

 団 体 成 績   個 人 優 秀 賞  
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子
ど
も
の
劇
場
２
０
０
３ 

児
童
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
ま
つ
り 

明
智
光
秀
公
法
要 

光秀公をしのび焼香する山田豊市長 

天龍寺に寄贈された石碑 

アニマル輪投げで楽しむ子どもたち 

子
ど
も
の
劇
場
２
０
０
３ 

世界の一流と触れ合ったよ 

児
童
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
ま
つ
り 

楽しい１日を満喫 
　５月３１日、桜ケ丘公民館で“第１７回子ど

もまつり”が開催されました。 

　この日は雨模様にもかかわらず、幼児から

大人まで１，１６０人が参加。 

　体育館を主体とした会場では、オープニン

グの新体操に続き、子どもたちがアニマル輪

投げや動物缶積みなどに挑戦したり、くるく

るおさるやアクセサリーづくりを楽しんだり

して、１日中元気いっぱいに過ごしていまし

た。 

明
智
光
秀
公
法
要 

郷土の武将をしのぶ 
　６月７日、可児で生まれたとされる戦国武

将明智光秀公の４２２回法要が、瀬田の天龍寺

で厳かに営まれました。 

　今年は“明智城址保存会”の発足３０周年

を迎えたこともあり、各種の記念行事も併せ

て行われました。大津市西教寺の明智光秀公

顕彰会から寄贈された石碑の除幕式に始まり、

名古屋市出身の琵琶奏者・井村康さんによる

琵琶歌が披露されるなど、乱世に生きた光秀

公の法要に華を添えていました。 

　イタリア劇団「テアトロ・キズメット」の団

員が、６月１８日と１９日の両日、今渡南小学校を

訪れ出前ワークショップを行いました。体育館

に集合した６年生の児童たちは、相手とのコミ

ュニケーションを取るために、いかに自分を開

放するのかなど演劇の手法を取り入れた団員の

指導に、最初は戸惑いながらも楽しそうに体を

動かしていました。 

　劇団は、このワークショップに先立ち、１５・１６

日に文化創造センターで「美女と野獣」の公演

を行い、迫力のある演技と素晴らしい演出で、

観客を大いに喜ばせました。 

劇団員とともに呼吸を合わせて 
歩く練習をする児童たち（上） 

文化創造センターで行われた 
「美女と野獣」の１シーン 
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市文化芸術振興財団は、名古屋フィルハーモニー
交響楽団のメンバーが奏でる「室内楽の楽しみ～名
フィルメンバーと仲間達～」を開催します。カジュア
ルなクラシックコンサートを楽しみませんか。
●期日 ８月10日（日）
●時間 午後４時～
●場所 文化創造センター（下恵土）
●入場料 ○一般＝1,500円　○子ども（６歳以上18
歳以下）＝1,000円

●問合先 同財団u|３３１１
●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地

u~1111

豊
蔵
資
料
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

特
別
展
を
開
催

豊
蔵
資
料
館
は
、
開
館
２０
周
年

記
念
特
別
展
「
染
付
・
色
絵
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
人
間
国
宝
（
故
）
荒

川
豊
蔵
氏
が
作
っ
た
、
図
柄
、
器
形

と
も
に
多
種
多
様
な
作
品
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
期
日

７
月
４
日
（
金
）
〜
９
月

２８
日
（
日
）（
月
〜
木
曜
日
は
休

館
日
、
た
だ
し
祝
日
は
開
館
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

豊
蔵
資
料
館
（
久
々
利
大

萱
）

●
内
容

豊
蔵
氏
の
作
品
約
４０
点

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

豊
蔵
資
料
館

u
Å
１
４
６
１

避
難
体
験
会
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

地
震
防
災
を
考
え
よ
う

中
恵
土
自
治
連
合
会
と
中
恵
土
公

民
館
は
、
子
ど
も
中
心
で
避
難
と
簡

単
な
防
災
訓
練
を
遊
び
感
覚
で
体
験

し
て
も
ら
う
「
地
震
防
災
避
難
体
験

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
２６
日
（
土
）

催
し

可児市文化芸術振興財団

気軽にクラシックを楽しもう気軽にクラシックを楽しもう

●
時
間

午
前
７
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

●
場
所

中
恵
土
公
民
館

●
対
象
者

小
中
学
生

●
内
容

ス
モ
ー
ク
ト
ン
ネ
ル
、
消

火
器
の
使
い
方
、
簡
易
担
架
の
作

製
搬
送
方
法
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

中
恵
土
公
民
館

u
~
８
７
２
２

岐
阜
県
稀
少
難
病
友
の
会
―
―
―
―

小
児
難
病
の
勉
強
会
を
開
催

岐
阜
県
稀
少
難
病
友
の
会
は
、
小

児
難
病
の
早
期
発
見
と
闘
病
生
活
に

対
し
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
が
自
ら
症
状
を
訴
え
ら
れ

現
す
る
「
六
条
御
息
所
の
世
界
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
１２
日
（
土
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容

○
講
演
＝
勝
典
子
さ
ん

（
多
治
見
市
教
育
委
員
長
）
「
物

の
怪
に
な
っ
た
女
、
な
ら
な
か
っ

た
女
」

○
創
作
日
舞
＝
西
川
そ

乃
美
さ
ん
（
日
本
舞
踊
師
範
）

「
車
の
所
争
い
の
場
」「
物
の
怪
の

場
」「
野
々
宮
の
場
」

●
入
場
料

２
０
０
０
円

●
前
売
入
場
券

文
化
創
造
セ
ン
タ

ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
u

|
３
０
５
０
）
で
販
売

●
問
合
先

同
会
の
亀
ケ
井
香
澄
さ

ん
　
　
　
　
　
　
u
Ç
６
４
３
９

な
い
た
め
に
発
見
・
治
療
が
遅
れ
る

小
児
難
病
の
初
期
症
状
を
知
り
、
早

期
発
見
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

７
月
１３
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

み
の
か
も
文
化
の
森
（
美

濃
加
茂
市
蜂
屋
町
）

●
内
容

専
門
医
に
よ
る
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

同
会
代
表
の
鈴
村
和
好

さ
ん
　
　
　
　
　
u
Z
８
９
３
９

可
児
源
氏
物
語
を
学
ぶ
会
―
―
―
―
―

平
安
文
学
の
世
界
を
知
ろ
う

可
児
源
氏
物
語
を
学
ぶ
会
は
、
源

氏
物
語
の
世
界
を
語
り
と
日
舞
で
表

　市内の行事や出来事、人物など子どもの視点
で見つけた楽しい話題を市に提供してもらう
「子どもワクワク探偵団」。団員は次の皆さん
に決まりました。寄せられた情報は、広報かに
や市ホームページ、ケーブルテレビ可児などで
紹介していきます。（50音順・敬称略） 
 

●問合先　市政情報課 

５月２４日の結団式に参加した団員たち 

氏　名 学校・学年 

石川　　想 

石井　佑汰 

岡崎　沙耶 

小栗　大輝 

小栗　拓也 

高田　健司 

高田　康弘 

武井萌々子 

武井　祐樹 

松井さなえ

松井　しほ 

水野　希美 

水戸あゆみ 

 

広見小５年 

広見小１年 

桜ケ丘小５年 

旭 小 ４ 年  

旭 小 ２ 年  

旭 小 ２ 年  

旭 小 ４ 年  

桜ケ丘小２年 

桜ケ丘小３年 

春里小２年 

春里小４年 

南帷子小６年 

東明小５年 

氏　名 学校・学年 

13人の団員が決定 13人の団員が決定 
平成15年度 子どもワクワク探偵団
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で
き
る
手
品
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
対
象

小
学
生
以
上

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

同
協
会
の
長
谷
川
満
澄

さ
ん
　
　
　
　
　
u
~
５
５
１
６

ピ
ア
ノ
と
朗
読
で
つ
づ
る
―
―
―
―
―

音
楽
物
語
を
楽
し
も
う

市
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
ピ
ア
ノ
演
奏
と

朗
読
、
永
田
萌
さ
ん
の
絵
に
よ
る
音

楽
物
語
「
世
界
中
の
ひ
ま
わ
り
姫
へ
」

を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
め

る
「
子
育
て
中
の
あ
な
た
へ
、
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
」
も
行
い
ま
す
。

●
期
日

８
月
２８
日
（
木
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
１１
時
２０
分

（
午
前
９
時
３０
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
出
演
者

○
ピ
ア
ノ
演
奏
＝
藤
崎

由
紀
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
作

曲
家
）

○
朗
読
＝
白
樺
八

さ

ん
（
俳
優
・
歌
手
）

●
入
場
料

３
０
０
円

●
前
売
入
場
券

○
販
売
開
始
日
時
＝

７
月
１５
日
（
火
）
午
前
８
時
３０
分

Ｂ
＆
Ｇ
連
絡
協
議
会
―
―
―
―
―
―
―

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

岐
阜
県
Ｂ
＆
Ｇ
連
絡
協
議
会
は
、

海
の
日
記
念
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
八
百
津
」
を
開

催
し
ま
す
。
夏
休
み
最
初
の
思
い
出

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●
期
日

７
月
２１
日
（
祝
）

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３

時
●
場
所

八
百
津
町
蘇
水
公
園
（
八

百
津
町
八
百
津
）

●
内
容

カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
、
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、
遊
覧
船
な
ど

●
参
加
費

３
０
０
円

●
持
ち
物

水
筒
、
健
康
保
険
証
の

写
し

●
問
合
先

海
洋
セ
ン
タ
ー

u
~
８
６
０
３

可
児
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
―

遊
び
の
達
人
に
な
ろ
う

可
児
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

は
、
手
軽
な
遊
び
を
楽
し
く
学
ぶ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容

○
伝
承
遊
び
＝
７

月
２４
日
（
木
）（
折
り
紙
、
あ
や

取
り
な
ど
）

○
簡
単
マ
ジ
ッ

ク
＝
７
月
２６
日
（
土
）（
手
軽
に

〜
　
○
販
売
場
所
＝
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
各
連
絡
所
、
中
恵
土
・

川
合
公
民
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
手
話
通
訳
あ
り
。
託
児
の
希
望
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
受
け
付
け
や
会
場
整
理
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

総
合
政
策
課

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
―
―
―
―
―
―
―

調
査
員
を
募
集

市
は
、「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
在
住
の
２０
歳
以
上

の
人

●
任
命
期
間

８
月
下
旬
〜
１０
月
末

●
仕
事
概
要

説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
名
簿
の
作
成
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
・
点
検
な
ど

●
調
査
世
帯
数

約
５０
世
帯

●
報
酬

約
５
万
円

●
募
集
人
数

１０
人
程
度
（
地
区
ご

と
の
先
着
順
）

●
申
込
期
間

７
月
１０
日
（
木
）
〜

１６
日
（
水
）（
土
・
日
除
く
）

●
申
込
・
問
合
先
　
総
合
政
策
課

募
集

「世界中のひまわり姫へ」 　「女性差別撤廃条約」をご存じですか。 
　国連で採択されたこの条約を受けて、日本国内
では、学校の場で家庭科が男女共修になったり、
仕事の場でのさまざまな不平等をなくすために男
女雇用機会均等法や育児介護休業法などの法律が
制定されたりしています。 
　また、社会や家庭などいろいろなところでかかわ
りがある、私たちに身近で重要な条約なのです。 
　一人でも多くの人にこの条約に親しんでもら
い、女性の人権について考えてもらうために、条
約の文章をメルヘン風に表現し紹介しているの
が、左の写真の「世界中のひまわり姫へ」という
本です。 
 
 
 
●問合先　総合政策課 

※「女性差別撤廃条約」は、1979年国連総会において採
択され、日本では1985年に批准されました。2002年6
月現在、170カ国が批准しています。 

発行所／ポプラ社 
企　画／北九州市立女性センター「ムーブ」 

男女共同参画社会への道 vol.46
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南
消
防
署
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

応
急
処
置
を
学
ぼ
う

南
消
防
署
は
、
人
工
呼
吸
法
な
ど

を
学
ぶ
「
普
通
救
命
講
習
」
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
１９
日
（
土
）、
８
月

１６
日
（
土
）
の
い
ず
れ
か
１
日

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

南
消
防
署
（
下
恵
土
）

●
対
象
者

中
学
生
以
上

●
定
員

各
３０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料

無
料

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
。

●
申
込
・
問
合
先

同
署

u
~
０
１
１
９

第
２２
回
市
民
水
泳
大
会
―
―
―
―
―
―
―

得
意
な
泳
ぎ
で
挑
戦
を

可
児
市
水
泳
協
会
は
、
第
２２
回
市

民
水
泳
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日

７
月
２７
日
（
日
）

●
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜

●
場
所

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

●
参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
１８
歳
以
上
の
人

●
種
目

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
リ
レ
ー

●
参
加
費

５
０
０
円

●
申
込
方
法

同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
内
の
各
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

で
直
接
申
し
込
む

●
申
込
締
切

７
月
２４
日
（
木
）

●
問
合
先

同
協
会
の
山
田
悦
男
さ

ん
　
　
　
　
　
　
u
Z
７
０
３
０

可
児
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
―
―
―
―
―

市
民
大
会
に
参
加
を

可
児
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
は
、
第

５
回
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

●
期
日

８
月
３
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
（
受
け
付
け

は
午
前
８
時
４５
分
ま
で
）

●
場
所

Ｏ
Ｓ
ボ
ウ
ル
（
美
濃
加
茂

市
加
茂
川
町
）

●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
１５
歳
以
上
の
人
（
保
護
者

同
伴
の
小
学
生
以
上
も
可
）

●
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費

１
３
０
０
円
（
小
・
中

学
生
は
１
２
０
０
円
、
靴
代
は
個

人
負
担
）

●
競
技
内
容

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

方
式
２
ゲ
ー
ム

●
申
込
締
切

７
月
２５
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
会
の
事
務

局
（（
有
）
エ
ム
テ
ッ
ク
の
吉
田
さ

ん
）
u
\
１
７
６
５
、
ま
た
は
市

体
育
連
盟
事
務
局
u
~
８
６
０
０

まちづくり活動助成金

助成事業を追加募集 
 
　市は、市民の皆さんの自主的・主体的で創意工夫にあふれ
たまちづくり活動に対して交付する、まちづくり活動助成金
の追加募集を行います。 
●内容　まちづくり活動団体の活動に要する経費（経常的な
運営経費や食料費などを除く）に対して、審査の上で助成
金を支給 
●対象　可児市を中心として活動している５人以上の団体に
よる、今年７月から来年３月までのまちづくり活動（政治、
宗教および営利を目的とする団体および活動は除く） 
●助成金額　対象経費の３分の２以内で、審査により決定（上
限は、まちづくりスタート部門が５万円、まちづくり助成
部門が３０万円） 

●応募方法　まちづくり推進課、各連絡所、川合・中恵土公
民館、福祉センター（今渡）、かにNPOセンター（JR可児
駅西・総合会館分室内）に備え付けの申請書に必要事項を
記入して、まちづくり推進課に提出（申請書は市ホームペ
ージからダウンロード可能） 
●募集期間　８月１日（金）～８月２９日（金） 
●審査　書類審査のほかに企画発表会を、９月２１日（日）に
公開で実施する予定 
 

助成事業６つを決定 
 
　６月１日に行われた企画発表会を経て、助成する事業の一
部が下表の６つに決まりました。今回決定した助成額の総額は、
１０６万８０００円です。 
●問合先　まちづくり推進課 
 まちづくりスタート事業 

まちづくり活動事業 

団　体　名 活動テーマ 活動の概略 助成額 
 
Ｐ３（ピーキューブ）可児 

 
ジェンダーフリーなまちづくり 

男女共同参画社会の実現を目指し、『可児市男女共同参画
プラン２０１０』をより多くの人に知ってもらうための学習会、
講演会などを行う 

 
５万円 

団　体　名 事業名 事業の概略 助成額 
 
鳩吹山ともの会 

鳩吹山遊歩道の整備および遊歩
道近辺の枯木の伐採作業 

可児市民ばかりでなく、多くの登山愛好家に親しまれてい
る鳩吹山を、より安全に安心して登れるよう整備する 

 
７万円 

可児阿波踊研究会　若あゆ
連 

２００３年成功させよう夏祭り＆
老人に活力を!!

阿波踊りを通じて踊りや和楽器の素晴らしさをＰＲし、伝
統文化を継承していくとともに、高齢者の健康づくりなど
に役立てる 

 
２６．１万円 

相互扶助の会いしずえ 虹の広場 
「ふれあい支えあうネットワークづくり」を目指し、さま
ざまな市民団体に呼び掛け、共同イベントを開催する 

３０万円 

ＺＡＣ よさこい鳴子踊り 
よさこい鳴子踊りを通じ、地域を活性化し、他に向け可児
市をＰＲする 

２１．２万円 

わくわくおとな塾 
自分たちが住み、暮らしている地
域に根ざした生涯学習の場づくり 

さまざまなテーマで講座を開催することにより、地域住民
の出会いの場、学習の場、楽しみを分かち合う場をつくる 

１７．５万円 
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エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
は
、
自
然
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
物
づ
く
り
を
体
験
す
る

「
親
と
子
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験
ツ
ア

ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
２７
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
市
役
所
集
合
・
解
散
）

●
場
所

東
白
川
村
こ
も
れ
び
の
里

●
内
容

郷
土
料
理
作
り
（
朴
葉
ず

し
）、
木
工
体
験
な
ど

●
対
象
者

小
学
生
以
上
の
親
子

●
定
員

３０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

１
人
５
０
０
円

●
申
込
締
切

７
月
１５
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課
青

少
年
係

夏
休
み
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―

ど
ろ
ん
こ
ア
ー
ト
を
開
催

市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち

に
造
形
活
動
を
通
し
て
創
造
力
を
育

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
）

●
場
所

市
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
の
人
（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
１５
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

７
月
１０
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

u
~
８
６
０
０

親
と
子
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験
―
―
―
―

自
然
に
親
し
も
う

市
教
育
委
員
会
と
可
児
市
レ
ク
リ

成
す
る
、
夏
休
み
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
ど
ろ
ん
こ
ア
ー
ト
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

８
月
５
日
（
火
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師

高
田
吉
朗
さ
ん
（
彫
刻
家
）

●
内
容

身
近
に
あ
る
土
を
持
ち
寄

り
、
溶
か
し
た
り
こ
ね
た
り
し
て
、

作
品
づ
く
り
を
楽
し
む

●
対
象
者

幼
児
か
ら
小
・
中
学
生

●
定
員

３０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費

４
０
０
円

●
持
ち
物

土
（
２
〜
３
カ
所
か
ら

見
た
目
の
色
が
違
う
も
の
を
一
握

り
ず
つ
）、
す
り
鉢
状
の
器
、
は

さ
み
、
の
り
、
筆
記
用
具
、
手
ふ

き
布

※
昼
食
は
各
自
持
参
。

●
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課
公

民
館
係
　
　
　
　
u
~
２
０
０
５

高
齢
者
大
学
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

可
児
市
高
齢
者
大
学
は
、
生
涯
学

習
の
観
点
に
立
ち
、
高
齢
者
が
健
康

で
生
き
が
い
あ
る
豊
か
な
生
活
を
つ

く
り
出
す
こ
と
を
目
的
に
昭
和
５０
年

に
開
講
し
、
来
年
度
で
３０
周
年
を
迎

え
ま
す
。

そ
こ
で
、
３０
周
年
を
記
念
し
て
高

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
集
合
場
所

市
役
所
正
面
玄
関

●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
の
小

・
中
学
生
お
よ
び
一
般

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
内
容

水
生
生
物
の
観
察
に
よ
る

水
質
調
査
、
市
内
各
地
に
分
か
れ

て
の
一
斉
水
質
調
査
（
透
視
度
計

・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
検
査
な
ど
）、
マ
ス
の

つ
か
み
取
り
（
子
ど
も
の
み
）
ほ

か
●
参
加
費

無
料

●
定
員

１
２
０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

７
月
１１
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

齢
者
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

は
が
き
の
裏
面
に
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
色
は
黒
ま
た
は

え
ん
じ
）、
表
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
５
０
９

‐
０
２
１
４
広
見
７
丁
目
７７
番
地

広
見
公
民
館
内
「
高
齢
者
大
学
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
係
」
あ
て
に
送
る

●
賞
金

３
万
円
（
採
用
者
１
人
）

●
応
募
締
切

１０
月
３１
日
（
金
）
必

着
●
問
合
先

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

生
活
学
校
・
め
だ
か
の
楽
校
―
―
―
―

身
近
な
川
に
つ
い
て
学
ぼ
う

可
児
市
生
活
学
校
と
可
児
市
め
だ

か
の
楽
校
は
、「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
＆
可
児
市
一
斉
水
質
調
査
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
２１
日
（
祝
）

夏の夜の古典絵巻「木曽川うかい」に行こう！夏の夜の古典絵巻「木曽川うかい」に行こう！
可児市観光協会 

　可児市観光協会は、犬山市観光協会の協賛により、「木曽川うかい」
の特別割引を企画しました。７月１日（火）～９月３０日（火）の間（た
だし、金・土曜日および８月１０日（日）を除く）、裏面の割引券を乗
船時に利用すると市民に限り乗船料が割引になります。 
　鵜匠とウの息の合った妙技をご覧ください。 
●問合先　可児市観光協会（商工観光課内） 

う しょう 

木工教室を楽しむ親子（昨年）

水生生物を探す参加者たち（昨年）

期
　
日 

８
／
６
（
水
） 

８
／
１１
（
月
） 

８
／
１６
（
土
） 

８
／
１８
（
月
） 

８
／
２４
（
日
） 

時
　
間 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
１
時
〜
３
時 

午
後
７
時
〜
９
時 



資
源
活
用
グ
ル
ー
プ
―
――
―
―
―
―
―
―

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
見
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
資

源
活
用
グ
ル
ー
プ
」
は
、
市
の
ご
み

の
現
状
や
瓶
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
学
ぶ
工
場
見
学
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
２８
日
（
月
）

●
時
間

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
５

時
（
受
け
付
け
は
午
前
１１
時
か
ら
）

●
集
合
場
所

市
役
所
正
面
玄
関

●
見
学
先

丸
硝
（
株
）、
日
本
耐
酸

壜
工
業
（
株
）
（
と
も
に
大
垣

市
）

●
対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
〜
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

２５
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費

無
料

●
持
ち
物

歩
き
や
す
い
靴

●
申
込
期
間

７
月
７
日
（
月
）
〜

２２
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
―
―

料
理
カ
ー
ド
の
活
用
を

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、

「
手
軽
に
で
き
る
料
理
カ
ー
ド
」
を
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案
内

料理カード（B6サイズ）

ま
す
。
日
々
の
生
活
に
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
子
育
て
中
の
人
に
も

お
薦
め
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
１
家
族

１
冊
の
配
布
と
し
ま
す
。

●
問
合
先

健
康
増
進
課

戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び
父
母
等
へ
―
―

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え

た
戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び
父
母
等
に
、

あ
ら
た
め
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
請
求
手
続
き
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
第
１７
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の

妻
に
、
額
面
２
０
０
万
円
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

○
第
１９
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父

母
等
に
、
額
面
１
０
０
万
円
の
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

●
請
求
期
限

１８
年
３
月
３１
日

●
問
合
先

福
祉
課

東
海
財
務
局
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

国
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
は
、

国
有
地
の
売
却
を
し
ま
す
。

●
売
却
物
件

川
合
字
梅
白
１
６
２

０
番
１３
外
１
筆
（
現
況
地
目
＝
宅

地
）
８
７
２
・
３１
㎡

●
売
却
方
法

一
般
競
争
入
札
（
期

間
入
札
）
に
よ
る
売
却
（
原
則
郵

便
に
よ
り
、
東
海
財
務
局
で
受
け

付
け
。
岐
阜
財
務
事
務
所
で
は
受

け
付
け
し
ま
せ
ん
）

●
公
示
日

６
月
２４
日
（
火
）

※
公
示
日
以
降
に
「
入
札
の
し
お
り
」

を
配
布
し
ま
す
。

●
入
札
受
付
期
間

７
月
１４
日
（
月
）

か
ら
２３
日
（
水
）
午
後
５
時
必
着

●
開
札
日

７
月
２９
日
（
火
）

●
問
合
先

岐
阜
財
務
事
務
所
管
財

課u
０
５
８
（
２
４
７
）
４
２
５
２

作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
同
協
議
会
が
今

ま
で
研
修
で
実
施
し
た
料
理
の
中
か

ら
、
手
軽
に
で
き
る
料
理
や
伝
承
料

理
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
厳
選
し
作
成

し
た
も
の
で
す
。

各
地
区
で
開
催
す
る
「
親
子
の
料

理
教
室
」
の
参
加
者
に
配
布
す
る
ほ

か
、
健
康
増
進
課
で
も
無
料
配
布
し

消費生活 
相談 

コーナー 

超強引な契約には 
　　消費者契約法で対処 

　経済不況のあおりか、強引で悪質な販売が横行し、多
くの若者や高齢者が被害に遭っています。 
　若者の被害では、異性からの誘いに出向いたばかりに
高額な商品を強引に買わされたとか、高齢者では、自宅
に一人でいるところに販売員が上がり込んで、契約する
まで居座るなどのトラブル事例があります。 
　中には、「クーリング・オフはしません」という念書
を書かせたり、「クリーング・オフはできない」など
と、クーリング・オフを妨げる言動をしたりと、悪質で
巧妙なものもあります。 
　しかし、クーリング・オフ期間が過ぎていても、消費
者契約法で被害が救済されることがあります。 

　消費者と事業者との情報量や交渉力の格差を埋め、消
費者契約ができるだけ自由に公正に結ばれるための条件
を確保しようとするもの。 

消費者契約法とは 

○クーリング・オフ期間が過ぎてもあきらめない 
○強引な勧誘や詐欺的勧誘を受けた場合は、早めに相談
する 

●相談窓口　県消費生活相談センター 
　　　　u０５８（２６５）０９９９ 

 

消費者へのアドバイス 

①消費者と事業者との間で交わされるすべての取引が対
象となる 

②次の要件を満たせば、契約の取り消しができる 
　○不実の告知　○断定的判断の提供 
○不利益事実の不告知　○不退去 

③消費者の利益を一方的に害する条項は無効である 
④契約後５年以内で、取り消しができると気が付いたと
きから６カ月間は取り消しができる 

法律のポイント 

木曽川うかい 

 可児市民特別割引券 可児市民特別割引券 
　　○大人　　○大人（中学生以上）（中学生以上） 
　　　　　　2,800円→円→2,000円 
　　○小人　　○小人（小学生以下）（小学生以下） 
　　　　　　1,400円→円→1,000円 
 
〈有効期間〉〈有効期間〉H15.7.1～9.30 
　　（金・土および8.10を除く） 

※本券で同伴者全員割引します※本券で同伴者全員割引します 
 

　　○大人（中学生以上） 
　　　2,800円→2,000円 
　　○小人（小学生以下） 
　　　1,400円→1,000円 
 
〈有効期間〉H15.7.1～9.30 
　　（金・土および8.10を除く） 

※本券で同伴者全員割引します。 
 

木曽川うかい 

 可児市民特別割引券 可児市民特別割引券 
　　○大人　　○大人（中学生以上）（中学生以上） 
　　　　　　2,800円→円→2,000円 
　　○小人　　○小人（小学生以下）（小学生以下） 
　　　　　　1,400円→円→1,000円 
 
〈有効期間〉〈有効期間〉H15.7.1H15.7.1～9.30 9.30 
　　（金・土および8.10を除く） 

※本券で同伴者全員割引します※本券で同伴者全員割引します 
 

　　○大人（中学生以上） 
　　　2,800円→2,000円 
　　○小人（小学生以下） 
　　　1,400円→1,000円 
 
〈有効期間〉H15.7.1～9.30 
　　（金・土および8.10を除く） 

※本券で同伴者全員割引します。 
 



大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

国
土
交
通
省
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所

u
０
５
８
（
２
５
１
）
１
３
２
６

暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―

暴
力
団
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

岐
阜
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

は
、
暴
力
団
な
ど
に
被
害
や
迷
惑
を

受
け
て
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
、
相
談
員
や
弁
護
士
に
よ
る
暴
力

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●
相
談
先

同
セ
ン
タ
ー
u
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
８
０
０
（
２
０
０
）

８
９
３
０
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を
運
動
期
間
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

運
動
期
間
中
に
お
い
て
各
事
業
場

で
は
、
①
機
械
な
ど
に
手
足
が
挟
ま

れ
、
巻
き
込
ま
れ
る
労
働
災
害
の
防

止
　
②
高
所
か
ら
墜
落
す
る
労
働
災

害
の
防
止
　
③
交
通
労
働
災
害
の
防

止
　
④
熱
中
症
の
予
防
対
策
に
重
点

を
置
い
て
、
労
働
災
害
防
止
対
策
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
、
職
場
で
も
、
こ
の
機
会

に
危
険
が
無
く
、
安
心
し
て
働
け
る

環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

同
署

u
０
５
７
２
V
６
３
８
１

７
月
は
河
川
愛
護
月
間
―
―
―
―
―
―

み
ん
な
の
川
を
美
し
く

堤
防
は
洪
水
か
ら
生
命
と
財
産
を

守
り
、
河
川
敷
は
人
々
の
憩
い
の
場

と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
１
年
間
に
木
曽
三

川
（
管
内
）
に
捨
て
ら
れ
た
家
庭
ご

み
や
粗
大
ご
み
な
ど
は
、
処
分
に
約

３
０
０
０
万
円
も
の
税
金
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
量
で
し
た
。

ま
た
、
家
庭
ご
み
や
粗
大
ご
み
な

ど
の
不
法
投
棄
、
菜
園
、
植
樹
な
ど

河
川
の
不
法
使
用
は
、
公
共
の
利
用

を
妨
げ
、
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
川
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
川
を

せ
ず
に
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
こ
れ
は
業
者
の
正
当
な
営
業
活
動

を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先

水
道
課

多
治
見
労
働
基
準
監
督
署
―
―――――

安
心
し
て
夏
季
の
労
働
を

多
治
見
労
働
基
準
監
督
署
は
、
平

成
９
年
か
ら
「
夏
季
無
災
害
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

作
業
環
境
の
厳
し
く
な
る
夏
季
に
労

働
災
害
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
る
た

め
、
全
国
安
全
週
間
（
７
月
１
日
〜

７
日
）
の
前
後
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

６
月
１
日
〜
８
月
３１
日
の
３
カ
月
間

図
書
館
桜
ケ
丘
分
館
―
―
―
―
―
―
―

休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
桜
ケ
丘
分
館
は
、
公
民
館

が
選
挙
の
投
票
会
場
に
な
る
予
定
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
期
間

７
月
１９
日
（
土
）
正
午

〜
２０
日
（
日
）
終
日

※
図
書
館
本
館
と
帷
子
分
館
は
開
館

し
ま
す
。

●
問
合
先

同
本
館
u
~
５
１
２
０

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
―
―
―
―
―

不
審
な
業
者
に
ご
注
意
を

最
近
、
市
か
ら
の
派
遣
で
あ
る
か

の
よ
う
に
装
っ
て
、
給
水
管
の
清
掃

な
ど
の
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
業
者
が

あ
り
ま
す
。
市
が
事
前
に
お
知
ら
せ

資源集団回収にご協力を 
期日 回収団体 回収品目 収集時間・場所 

土田 
小学校 
PTA

今渡南 
小学校 
PTA

７/１２ 
（土） 

新聞、チラシ、 
雑誌、段ボール、 
牛乳パック、 
古着、アルミ缶 

午前１０時～ 
１０時３０分に 
土田小学校 
運動場へ 

新聞、チラシ、 
雑誌、段ボール、 
牛乳パック、 
アルミ缶 

午前９時～１０時に 
下恵土公民館、 
今渡南小学校、 
徳野公民館、 
総合会館（市役所向 
かい）へ 
 

２３ 
（水） 

２４ 
（木） 

１４ 
（月） 

１７ 
（木） 

１６ 
（水） 

１５ 
（火） 

１１ 
（金） 

１８ 
（金） 

１６ 
（水） 

１７ 
（木） 

２８ 
（月） 

２４ 
（木） 

２３ 
（水） 

２２ 
（火） 

１８ 
（金） 

２５ 
（金） 

７月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  
缶 

ペットボトル 
トレイ資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

──10期 

７月の税金 
固定資産税 
都市計画税 

国民健康保険税 
介護保険料 

２期 
 
２期 

※７月３１日までに納めま 
　しょう。 

　「子ども・いきいき・ネットワーク」をテ
ーマに、７月１日から１カ月間、第５３回
“社会を明るくする運動”が実施されます。 
　この運動は、すべての人が犯罪や非行の防
止、罪を犯した人たちの更生について理解を
深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする
全国的なものです。期間中は街頭啓発などを
行いますので、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。 
　また、ケーブルテレビ可児（７チャンネ
ル）で、非行に陥った少女と地域の人々の触
れ合いを描いた映画「君は一人じゃない」を
放送します。ぜひ、ご覧ください。 

●放 送 日　７月２６日（土）、２７日（日） 
●放送時間　午後６時～、９時～、１０時３０分～ 
●問 合 先　まちづくり推進課 

社会を明るくする運動社会を明るくする運動
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保　健 保　健  
 

３種・２種混合（初回・追加） 
●日時と場所　○７月１６日（水）２
時～２時３０分＝平牧公民館　○７月
２５日（金）１時３０分～２時３０分＝
総合会館（市役所向かい）　●対象者
生後５カ月以上９０カ月未満　○３種
＝百日ぜきにかかったことのない子
（３～８週間の間隔で３回接種）　○２
種＝百日ぜきにかかったことのある子
（４～６週間の間隔で２回接種） 
※追加接種は初回終了後１年～１年半
の間隔で行います。接種前にお子
さんの体温を測ってください。 

１歳６カ月児健康診査 
●期日　７月１４日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１３年１２月１６
日～３１日生まれ 

母子健康手帳交付 
●期日　毎週金曜日（祝日を除く） 
●受付時間　９時１５分～９時３０分 
●場所　保健センター 
 

乳児健康診査・ツベルクリン 
●期日　７月１５日（火）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１５年３月１日
～１５日生まれ 

３歳児健康診査 
●期日　７月１１日（金）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１２年６月１６
日～３０日生まれ 

離乳食相談 
●期日　７月１５日（火）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　離乳期の乳児を
持つ人 

こども歯みがき相談 
●期日　７月２５日（金）　●受付時
間　１時２０分～２時　●場所　保健
センター　●対象者　１３年３月生ま
れ　●内容　歯科健診、染め出し、ブ
ラッシング指導、おやつ指導　●持ち
物　母子手帳、エプロン、タオル、歯
ブラシ、手鏡、コップ　●申込先　健
康増進課（前日までに） 
 

あこがれママ教室 
●期日　○２課＝７月１１日（金）　○３
課＝７月１５日（火）　●受付時間　９
時２０分～９時３０分　●場所　保健
センター　●内容　○２課＝妊婦体操
（運動のできる服装、飲み物を持
参）、歯の衛生（歯ブラシ、手鏡、コ
ップを持参）　○３課＝臨月からお
産、乳房の手当て 

成人健康相談 
●日時と場所　○７月１４日（月）９時
３０分～１１時＝保健センター　○７
月１８日（金）１時４０分～３時＝桜ケ
丘公民館　●対象者　一般成人　●内
容　○健康相談（血圧測定、検尿、体
脂肪率測定）　○栄養相談　○歯科相談 

献血 
 
 
 
 
 
 
※４００ml献血にご協力ください。　 

 

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意しています。番号札を利用する場合は、
母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　●問合先　健康増進課　 

期　日 

７／１７ 
（木） 

７／２２ 
（火） 

時　間 

９時３０分～正午 

１時～３時３０分 

１０時～１時 
２時～４時 

ユニー可児店 
（中恵土） 

岐阜社会保険病院 
（土田） 

ＪＡめぐみの 
広見支店 

場　所 

心
配
ご
と
相
談

●
期
日

毎
週
火
曜
日

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
問
合
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

u
~
１
５
５
５

法
律
相
談

●
期
日

７
月
１５
日
（
火
）、
２２
日

（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

人
権
相
談

●
期
日

７
月
１１
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

７
月
１８
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
合
先

建
築
指
導
課

こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
日
時

平
日
の
３
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
に
電
話
で
受
け
付
け
、
調
整

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

u
|
０
２
５
５

発
達
と
教
育
の
相
談
会

●
期
日

７
月
２３
日
（
水
）

●
時
間

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
申
込
・
問
合
先

教
育
研
究
所

u
Ä
４
８
４
１

行
政
相
談

●
期
日

７
月
１１
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

●
問
合
先

総
務
課

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

●
期
日
と
場
所

○
７
月
１３
日
（
日
）

＝
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

○
７
月
２１
日
（
祝
）
＝
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
時
間

１
時
〜
４
時

※
「
生
涯
楽
習
相
談
」
も
受
け
付
け

ま
す
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

無
料
相
談
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あ
て
先
：
広
見

一
丁目１番地広報かに「

みん
な

の
え
が
お
係
」

http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ ６月１日現在） 

●人　口……９７，０５０人
（男４８，１６７人、女４８，８８３人） 

（先月より１１０人増、 
昨年同月より１，１６６人増） 

●世帯数…３３，４９６世帯 

展示のご案内 

夏休みに読みたい長編 

休館日 

※７月２５日（金）は館内整理日です。 

小野寺りょうか
ちゃん（８カ月・

川合） 青山りこちゃん（６カ月・川合） 伊藤じゅなちゃん（６カ月・中恵土） 

ひまわり号巡回予定表 

７／１１
（金） 

１５
（火） 

１６
（水） 

１８
（金） 

２３
（水） 

２４
（木） 

月　日 場　　所 時　間 
春 里 連 絡 所  
光 陽 台 四 丁 目 公 園  
西 可 児 中 学 校  
旧 姫 治 連 絡 所 南  
今 公 民 館  
清 水 ケ 丘 集 会 所  
南 帷 子 小 学 校  
柿 下 公 民 館  
緑ケ丘二丁目バス停  
羽 生 ケ 丘 公 民 館  
東 明 小 学 校  
奥山台あすなろ公園  
松 伏 団 地  
旭 小 学 校  
福 寿 苑  
久 々 利 連 絡 所  
大 平 公 民 館  
し ら さ ぎ 団 地  
桂ケ丘一丁目バス停  
桜ケ丘給水タンク東側
桜 ケ 丘 小 学 校  

2:10～2:50 
3:00～3:40 
3:50～4:30 
1:30～2:00 
2:10～2:40 
2:55～3:30 
3:45～4:30 
1:30～2:00 
2:10～2:50 
3:05～3:35 
3:45～4:30 
1:30～2:05 
2:20～2:50 
3:10～4:30 
1:30～2:00 
2:15～2:45 
3:00～3:30 
3:50～4:30 
2:00～2:50 
3:00～3:40 
3:45～4:30

 
 
　夏休みはじっくり長編を読むチャンス。読み応
えのある児童書のシリーズを選びました。子どもも
大人も、ぜひ挑戦してみてください。 
『こそあどの森の物語』全６巻　岡田淳作（理
論社）：人付き合いの苦手な少年スキッパーが、
事件の謎解きを通して森の住人たちと仲良くなり
ます。登場人物がユニークです。 
『はなはなみんみ物語』全３巻　わたりむつこ作
（リブリオ出版）：戦争の傷跡を背負う小人たちが
たくましく生きる姿を、冒険と旅と魔法を織り交ぜ
て描いたファンタジーです。 
『ドリトル先生物語』全１２巻　ロフティング作（岩
波書店）：動物の言葉が話せるドリトル先生が、
オウムのポリネシアや犬のジップたちと繰り広げ
る楽しい冒険物語です。 
『インガルス一家の物語』全５巻　ワイルダー
作（福音館書店）：テレビで放映された「大草原
の小さな家」の原作です。北アメリカの開拓時代。
大自然と立ち向かう生活の中で成長する少女ロ
ーラとその家族の物語です。 
 
 
 

●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２
時～　○帷子分館＝毎週土曜日午後２時～、
第２・４木曜日午前１０時３０分～（幼児向け）
○桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前１０時３０
分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、
本の紹介など 

≪夏休みお話広場≫ 

●期日　７月２９日（火）～３１日（木） 
●時間　午前１１時～、午後２時～（１日２回） 
●場所　図書館本館 
●内容　読み聞かせやお話、人形劇など 
 
 
７月７日（月）、１４日（月）、２１日（祝）、２２日（火）、
　　　　　  ２５日（金）、２８日（月） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「絵を描く楽しみを貴方に」展 
　７月１０日（木）まで（本館） 
●「夏休み！本の世界へ飛び込もう」展 
　７月１７日（木）～８月３日（日）（本館） 
●「楽しい夏休みは図書館から！」展 
　７月２０日（日）まで（帷子分館） 
●「図書館の歩み」展 
　７月２４日（木）まで（桜ケ丘分館） 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 

編集・発行／可児市役所  〒５０９-０２９２  岐阜県可児市広見一丁目１番地 
u （０５７４）~１１１１　FAX （０５７４）}０３４５　URL  http://www.city.kani.gifu.jp/

いきいきマイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

VOC成分 
　 ゼロ 

プランターに植えられたポーチュラカ、マリーゴールド、サルビア 
などの夏の花々が色とりどりに並び、人々の目を楽しませていました。

（久々利） 
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初夏のお花畑 

●可児の大地が揺れた 
　～濃尾大地震～ 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　明治２４年、わが国最大規模とされる地震
が東海地方を襲いました。この事実を知るこ
とで、防災意識を新たにしましょう。 

７／５ 

１１ 
〜 

● これが電子投票だ！ 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　７月２０日執行の市議会議員選挙は、東海
地区初となる電子投票で行われます。その操
作方法を詳しく紹介しますので、番組を参考
にして皆さん投票へ行きましょう。 

７／１２ 

１８ 
〜 

●うるおいライフ 

★シリーズ：図書館だより 

　久々利の豊蔵資料館で開催される「２０周
年記念特別展」を紹介します。人間国宝である
故荒川豊蔵氏の素晴らしい作品の数々をご覧
ください。 

７／１９ 

２５ 
〜 

●夏の夜空を見上げよう 
　～星をみる会～ 

★シリーズ：学校めぐり 

　姫治公民館では、毎月「星をみる会」が行
われています。７月の会の様子や、夏の催し
の予定をお伝えします。 

７／２６ 

８／１ 
〜 

　
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
東
海
地
区
で
は
初
、
全
国

的
に
も
ま
だ
例
の
少
な
い
電
子

投
票
で
実
施
し
ま
す
。
法
律
の

制
約
上
、
不
在
者
投
票
は
従
来

通
り
紙
に
よ
る
投
票
で
行
う
、

市
の
選
挙
に
限
ら
れ
る
な
ど
、

完
全
と
は
い
え
な
い
部
分
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
今
後
の
投
票

は
、
間
違
い
な
く
こ
う
し
た
方

法
が
標
準
と
な
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
可
児
市
民
は
、
そ

の
先
駆
者
と
な
る
機
会
を
得
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
よ
う
な
方

法
を
採
る
に
せ
よ
、
選
挙
の
持

つ
意
味
は
大
変
重
要
で
す
。
自

分
の
選
挙
権
を
大
切
に
行
使
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
花
） 

表　紙　の　人 

日比野雅大さん（二段） 
奥村洋平さん（初段） 
　二人は、同じ空手クラブに所

属し、共に中部中学校の道場で

練習に励む仲間です。昨年の高

校の部で日比野さんが優勝、奥村さんが準優勝し

たことから、今年５月に開催された中部地区大会

では、そろって社会人の部に出場しました。 

　その大会で決勝まで進んだ二人。「大会でつら

かったことは、仲間同士で決勝を戦ったことです」

と口をそろえます。今回見事に優勝を果たしたのは

奥村さん。日比野さんは足を痛めながらも二人は

大接戦を演じ、見事な決勝戦だったようです。 

　お互いに１０年余りのキャリアを持ち、「物事に

耐えられるようになりました。将来は指導者とし

て空手に携わっていきたい」と夢を語ります。 

 


